第3回教育関連学会連絡協議会・運営委員会　議事要旨
日　時：2014年3月15日12時～12時45分
場　所：筑波大学東京キャンパス・地下1階多目的講義室
出席者：佐藤学（委員長）、金子元久（事務局長）、秋田喜代美、江原裕美、深澤清治（角屋重樹代理）、新谷恭明、深澤広明、松浦良充、山﨑準二

欠席者：勝野正章、鈴木晶子、藤田英典
＜報告事項＞
１．結成時の加盟学会の誤記の修正（佐藤運営委員長より）
　　関係性の教育学会が未加盟、日本フランス語教育学会が検討中（オブザーバー参加）であるとの指摘を受け、加盟一覧および結成時の団体数を71から69に訂正する。

２．ホームページの開設について（佐藤運営委員長より）　

　　資料のとおりトップページができた。6月に全体の運用を開始できるよう準備を進めている。内容等に追加や意見があれば近日中に申し出てほしい。見積書のとおり、初年度は42万円程度、次年度より維持費として6万5千円程度かかる。
３．本日のシンポジウム開催の経緯（佐藤運営委員長・金子事務局長より）
　　当初は国際シンポジウムを企画していたが、費用等の都合により国内でのシンポジウムへ変更した。3名の登壇者をお願いし、教育委員会制度をめぐる問題について議論する。12日の朝日新聞へ掲載したところ、事務局へ15件程度の問い合わせがあった。今回は筑波大学の後援を得たため会場使用料が無料となった。また、委員会で協議のうえ、登壇者の3名へ謝金各10,000円を支払うこととなった。
　
＜審議事項＞
１．参加希望学会の加盟について

　　日本学習社会学会が加盟を申請している。日本学術会議登録団体であることを確認し、総会で承認を求めることとした。承認されれば加盟団体数は70となる。
２．会計年度の決定および会計報告の審議と承認

会計期間について、総会とシンポジウムを毎年3月におこなう都合から、1月末締めとすることを総会で提案したい。現時点での会計報告は資料のとおりであるが、これは見込み額も含まれている。会計期間が総会で承認されたらそれに合わせて会計報告を確定させる。会費未納の9団体へは引き続き納入をお願いする。ノートパソコンは消耗品ではなく備品とし、運営委員会の旅費は１回分とする2点の修正をすることで承認された。
３．次年度の活動計画

　　毎年3月の第2土曜日に総会とシンポジウムを開催することとしたい。次回運営委員会は8月31日13時~15時、学習院大学にて開催する。総会・シンポジウムは2015年3月14日の予定とした。
４．日本教育学会との事務委託に関する覚書について
　　事務局を置いている日本教育学会より、資料の案のような事務委託に関する覚書を交わすことを求められている。委託料の支払い方法について、発足初年度に関する記載は会計期間が決まれば不要となるため、その部分を削除することで承認された。
５．運営委員会の委任状制について

　　佐藤委員長より、遠方の委員もおり出席が難しい場合も想定されるため、運営委員会についても委任状の制度を導入すべきではないかという提案があった。次回より採用することとし、承認された。
以上
